
２０１１年（平成２３年）７月３０日
第３回土木と学校教育フォーラム

森 田 康 夫（国土学アナリスト）

アメリカの地理・歴史教科書の検証と国土教育
－オバマ大統領演説と「合衆国史」教育－



新たなビジネスを誘致するには高速道路や高速インター

ネット網によりヒトやモノの移動と情報の伝達を実現する最

速かつ信頼性の高い手段を確立する必要がある。我々は改善

に取り組まなくてはならない。米国はかつて大陸横断鉄道網

を建設し、農村に電気を引き、各州をつなぐ高速道路網を建

設した国だ。こうした仕事はレールや舗装道路を敷いただけ

ではない。過去２年間、我々は２１世紀の再建作業を始動し

た。これは衰退した建設業界に数千もの仕事を与える事業を

意味する。今夜、私はこうした努力を倍増することを提案す

る。壊れかけた道路や橋を修復する仕事にさらに多くのひと

をあてるようにする。（藤井聡氏訳）

オバマ合衆国大統領・一般教書演説（20１１年1月）

出典：三橋貴明ブログ「続 消されたオバマ大統領の一般教書演説」 （藤井聡訳） 2011/2/7 2



オバマ合衆国大統領・就任演説（2009年1月）

新しい雇用を創造するだけでなく、

成長の新しい基盤を築くために我々は

行動する。我々は商業の糧となり、

我々を結びつける道路や橋、送電網や

通信網を造る。科学を本来あるべき地

位に引き上げ、医療の質の向上とコス

トを抑えるために素晴らしい技術を駆

使する。太陽、風、大地を使い自動車

を動かし、工場を稼働させる。新しい

世代の需要に合うように学校や大学を

変革していく。これらはすべて実現可

能だ。そして我々はこれらをすべてや

る。（NIKKEI NET訳）

インフラ投資に対する確固たる姿勢
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オバマ合衆国大統領・就任演説（2009年1月）②

彼らは私たちのためにわずかな所持品をかばんにしまい、

海洋を旅し、新しい生活を探してくれた。彼らは私たちのた

めに工場で汗を流して働き、西部を開拓し、むち打ちに耐え、

硬い大地を耕してくれた。彼らは私たちのためにコンコード、

ゲティスバーグ、ノルマンディー、ケサンのようなところで

戦い、命を落とした。これらの男女は私たちがよりよい暮ら

しを送れるよう何度も何度も苦闘し、犠牲を払い、手が腫れ

るまで働いてくれた。彼らの目に映る米国は、１人ひとりの

大望の集積もさらに大きいものだった。生まれや富や党派の

違いを超越した国だった。これが今日も我々が続けている旅

だ。我々は依然として地球上で最も繁栄し、強い国家だ。
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オバマ合衆国大統領・就任演説（2009年1月）③

アメリカよ。共通の危機に直面した今、この困難な冬に、

我々はこの時を超えた言葉を思い出そうではないか。希望と

美徳によって、氷のように冷たい流れにもう一度勇敢に立ち

向かい、いかなる嵐が訪れようとも耐えようではないか。

子々孫々が今を振り返った時に、我々が試練の時に旅を終え

ることを拒否し、引き返すことも、たじろぐこともなかった

ということを語り継がせようではないか。地平線に視線を定

め、神の慈悲を身に浴びて、我々は自由という偉大な贈り物

を運び、将来の世代に安全に送り届けたということを。あり

がとう。神の祝福がみなさまにあらんことを。そして、神の

祝福がアメリカ合衆国にあらんことを。（NIKKEI NET訳）

過去と現在と未来をつなぐ壮大な物語
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研究の背景とねらい（ 『国土と人』 について学ぶ ）

現在、われわれが享受している豊かで安全な生活は、われわれ
のご先祖様が農業基盤や交通基盤を整備し、川を治め、水資源を
開発するなど、絶え間なく国土に働きかけることによって、国土から
恵みを返してもらってきた歴史の賜物である。

従って、現代に生きるわれわれの世代も、国土に対して働きかけ
を続け、将来世代に対して、より良い社会基盤を引き継いでいかな
ければならない。そのためには、われわれ日本人の国土への働きか
けの歴史について、また世界の国々の国土への働きかけの成果や
現在の努力について、丌断に学び続けることが求められている。

 わが国の小中高等学校教育では、社会科（地理歴史科）の
教育内容はどうなっているのか？【第2回土木と学校教育フォーラム資料】

 日本という国家を担っていくために必要な知識・教養を学ぶ
ことは出来ているか？【第2回土木と学校教育フォーラム資料】

 アメリカ合衆国の地理・歴史教育は？
（オバマ大統領演説と「合衆国史」教育から学ぶ）
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米国の教育制度の概要①

 連邦政府の役割
 教育に関する権限は各州政府にある（合衆国憲法修正第１０条）

 連邦政府は、望ましい政策やプログラムに対して州政府に補助金を交付

⇒ 「ナショナル・スタンダード」、「ナショナル・アセスメント」

 初等・中等教育（就学前教育を含む）
 Ｋ－１２（KindergartenからGrade12まで）

 義務教育は無償、 ５(Elementary)－３(Middle)－４(High)年制の増加

 カリキュラム等教育行政は、各州政府あるいは学校区に委任

 生徒の多様性
⇒ 白人、アフリカ系、ラテンアメリカ系、アジア系、アメリカ・インディアン

 ナショナル・アイデンティティに関する教育
⇒日常風景としての「国旗に対する忠誠の誓い（Pledge of Allegiance）」

『私はアメリカ合衆国の国旗と、その国旗が象徴する共和国、
神の下に一つとなって分かたれず、全ての人に自由と正義が約束された国
に忠誠を誓います』

ﾌﾟﾚｯｼﾞ・ｵﾌﾞ・ｱﾘｼﾞｬﾝｽ
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米国の教育制度の概要②

 高等教育
 医学、工学、法学などの職業専門教育を行う専門大学（学部）は、通常、

総合大学又は単科大学において一般教育を受け、さらに試験・面接を
受けないと進学できない。

 大学入試
 日本的な入学選抜試験はなく、すべて書類審査で選考される。

⇒ 高校時代の成績や課外活動が非常に重要。

⇒高校時代に合衆国史・世界史・地理といった科目について、

しっかりとした教養を身につける必然性がある。

 社会科系教科のカリキュラム
 ナショナル・スタンダード（社会、地理、歴史、公民、経済、心理学 毎）

⇒ 各州の教育スタンダードへ反映、教育カリキュラムの実践

全米で人口が１～３番目に多い州の考察
カリフォルニア州（人口約３，７００万人：西海岸）
テキサス州（人口約２，５００万人：南部）

ニューヨーク州（人口約２，０００万人：東海岸）
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カリフォルニア州の社会科スタンダード

学年 主テーマ 学習内容・範囲（補足説明）

Ｇｒａｄｅ１２ アメリカの民主主義と経済の諸原理

Ｇｒａｄｅ１１
合衆国の歴史と地理
－20世紀の連続と変化－

20世紀の合衆国史・地理

Ｇｒａｄｅ１０
世界の歴史・文化・地理
－現在世界－

18世紀後半～現在までの世界史・地理（２つの世界大戦を含む）

Ｇｒａｄｅ９ （スタンダード上の掲載テーマなし）
※ミニコース（現代史、自然・世界地理、比較世界地理、地域研究、女性研究、民族研究、法教
育、文化人類学、社会学、心理学）の選択学習が可能

Ｇｒａｄｅ８
合衆国の歴史と地理
－成長と紛争－

1850年～第一次世界大戦までの合衆国史・地理

Ｇｒａｄｅ７
世界の歴史と地理
－中世と近代－

中世～近代（西暦500－1789年）までの世界史・地理

Ｇｒａｄｅ６
世界の歴史と地理
－古代文明－

古代ローマ帝国以前の世界史・地理

Ｇｒａｄｅ５
合衆国の歴史と地理
－新しい国家をつくる－

1850年までの合衆国史・地理
アメリカ合衆国５０州の場所と名前

Ｇｒａｄｅ４
カリフォルニア
－変化する州－

カリフォルニア州の地理、歴史、産業、経済、文化、政治

Ｇｒａｄｅ３ 継続と変化
自然地理・人文地理・地理スキル、アメリカインディアンの居住区の変化、法の役割と米国政府
の基本構造、地域経済　等

Ｇｒａｄｅ２ 差異を作っている人々
現在と過去の区別、地理的スキル、合衆国と他国政府の相違、基本的な経済概念、偉人伝(リ
ンカーン、ワシントンなど)　等

Ｇｒａｄｅ１ 時間と空間における子供の場所
合衆国市民の権利と義務、地球儀・地図記号等、国旗に対する忠誠の誓い、身近な空間にお
ける過去と現在、自由市場経済と個人の選択　等

今や昔を学習したり活動しよう
シティズンシップ、国家と州の象徴（国旗、白頭ワシ、自由の女神）、学校やコミュニティ、場所や
環境、カレンダーと時間　等

High School
(S.H.S)
高等学校

Middle School
(J.H.S)
中学校

Elementary
School
小学校

Kindergarten
幼稚園

9出典： “History-Social Science Content Standards for California Public School”



テキサス州の社会科スタンダード

学校 学年 主テーマ 学習内容・範囲（補足説明）

Ｇｒａｄｅ１２ 合衆国の政治［必修］

Ｇｒａｄｅ１１
合衆国史研究［選択必修］
（レコンストラクション以降）

※「Ｇｒａｄｅ８；アメリカ合衆国の歴史」の後半。学習範囲は１８５０年以降。
※［選択必修］３科目の内、２科目取得が卒業要件。

Ｇｒａｄｅ１０ 世界史研究［選択必修］ ※［選択必修］３科目の内、２科目取得が卒業要件。

Ｇｒａｄｅ９ 世界地理研究［選択必修］ ※［選択必修］３科目の内、２科目取得が卒業要件。

Ｇｒａｄｅ８
合衆国の歴史
（レコンストラクション以前）

※「Ｇｒａｄｅ５；アメリカ合衆国の歴史」で学習した内容を深掘りする。学習範囲は～１８５０年まで
（レコンストラクション以前）。

Ｇｒａｄｅ７ テキサス州の歴史 ※「Ｇｒａｄｅ４；テキサス州の歴史」で学習した内容を深掘りする。

Ｇｒａｄｅ６ 世界の地理

Ｇｒａｄｅ５ 合衆国の歴史

Ｇｒａｄｅ４ テキサス州の歴史

Ｇｒａｄｅ３ 個人によるコミュニティ・世界の改変
偉人たちが苦労して成し得た地域社会の改変とその影響、個人による経済的・文化的・科学的
な貢献の理解

Ｇｒａｄｅ２ 地域社会に関する研究
カレンダー（時間と年表の概念）、政府の機能、アメリカの信念と原則（習慣・シンボル・祝日）、
技術革新による輸送・コミュニケーションの変化　等

Ｇｒａｄｅ１ 教室、学校、コミュニティの関係
時間と年表、合衆国とテキサスの聖歌・モットー、位置と場所、商品・サービス・価格、市民権、
家族の習慣と伝統、情報の整理・分類　等

個人、家、家族、教室
国民の祝日、英雄、年表、位置と場所、衣食住、ルール、ナショナル・アイデンティティ、家族の
習慣と伝統　等

Kindergarten
幼稚園

Elementary
School
小学校

Middle School
(J.H.S)
中学校

High School
(S.H.S)
高等学校

10出典： “Texas Essential Knowledge and Skills for Social Studies”



ニューヨーク州の社会科スタンダード

学校 学年 主テーマ 学習内容・範囲（補足説明）

Ｇｒａｄｅ１２
１）政治参加
２）経済と経済的意思決定

Ｇｒａｄｅ１１ 合衆国の歴史と政治

Ｇｒａｄｅ１０

Ｇｒａｄｅ９

Ｇｒａｄｅ８

Ｇｒａｄｅ７

Ｇｒａｄｅ６ 東半球 東半球の歴史・地理・経済・政治・社会／文化

Ｇｒａｄｅ５ 合衆国、カナダ、ラテン・アメリカ
アメリカ合衆国、カナダ、ラテン・アメリカの歴史・地理・経済・政治・社会／文化

Ｇｒａｄｅ４ 地方史と地方政治
ニューヨーク州の歴史と地方政治の機能・役割

Ｇｒａｄｅ３
世界中の地域
－人々と場所に関する学習－

文化と文明（歴史観）、世界中のコミュニティとその社会的・政治的・地理的・経済的・歴史的な
特徴（相違点）　等

Ｇｒａｄｅ２ 私の住む地域と合衆国の他の地域
コミュニティーと地域、自然環境と人間、都市と田舎、資源、経済、国旗に対する忠誠の誓い、権
利と責任、シティズンシップ、法律と規則　等

Ｇｒａｄｅ１ 自分の家族と他の家族：現在と大昔
家族とその歴史、コミュニティーと地域、場所と地図、経済の基礎、国旗に対する忠誠の誓い、
権利と責任、シティズンシップ、法律と規則　等

自己と他者
自己と他者、家族、学校、近隣、場所と地図、シティズンシップ、権利と責任、法律と規則、国
旗、国民の祝日　等

Kindergarten
幼稚園

Elementary
School
小学校

合衆国史・ニューヨーク州史

High School
(S.H.S)
高等学校

Middle School
(J.H.S)
中学校

グローバル史・地理

※地理・経済・政治・社会／文化を含む

11出典： “Learning Standards for Social Studies , Revised Edition （1996）”



 幼稚園や小学校低学年（Grade１）の段階から、
①ナショナル・アイデンティティを養う教育
②時間と空間について比較して考える教育
が行われている。

 「歴史」と「地理」は、小学校・中学校・高校を通して、
最重要科目として取り扱われている。

 「歴史」と「地理」の教育を一体的に取り扱うカリキュラム
（カリフォルニア州、ニューヨーク州）

 小学校・中学校・高校で履修する範囲が重複しないよう
効率的に学ぶことのできるカリキュラム
（カリフォルニア州、テキサス州）

ＣＡ・TE・ＮＹ州の社会科スタンダードの特徴（まとめ）
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米国の教科書制度の概要

 教科書の作成・発行
 民間の出版社が編集・発行する。

 出版社は、自社発行の教科書が広く採用されることを目指して、
できるだけ多くの州政府の定める教育スタンダードを反映させるよう努力。

 教科書の選定・採択
 州政府が選定教科書のリストを作成し、そのリストに掲載された

教科書のなかから、各学区が適当な教科書を採択。

 教科書の供給
 公立の初等・中等学校の児童生徒全員に対して「無償」で教科書を

提供すべきことを、大半の州が州法で定めている。
⇒学校が備品として教科書を保管し、児童生徒にこれを貸与する

 教科書の位置づけ
 一般に、教師は教科書の使用を義務づけられていないが、教科書に

対する依存度は比較的高い。

 教科書（textbooks）と教材（teaching materials）との区分が不明確

になりつつある。
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米国と日本の社会科教科書の比較（Grade５）
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米国の教科書の特徴は、

 ハードカバーでサイズが「大きい」

 ページ数が多くて兎に角「重い」

 多色刷りの写真や図表などが活用され「ビジュアル」

「百科事典」のような体裁
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16

アメリカ人の学ぶ「合衆国史」の構造（Grade５教科書）

事件・出来事の歴史／英雄・偉人の歴史

地理・国土（Geography）

表面

深層

移住・移民（Migration）

多様性（Diversity）

第１章
「アメリカの国土」

シティズンシップ（Citizenship）
最終章・最終節
「シティズンシップと
民主主義」

単元１

わ
が
国
土

と先
住
民

500～

単元２

大
航
海
と
入
植

1490～

単元３

イ
ギ
リ
ス
植
民
地

1600～

単元９

現
在
へ
の
接
続

1970～

単元８

20
世
紀

1910～

単元７

国
家
の
改
変

1860～

単元６

南
北
戦
争

1830～

単元５

新
生
国
家

1790～

単元４

独
立
革
命

1765～

経済、科学技術

宗教、文化

政治、外交

出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



歴史の深層としての「国土」

【短期】
個人の時間

【中期】
社会的な時間

「表面の動揺であり、波立ちである。短く、急であり、神経質な揺れを持つ歴史」

事件・出来事（外交・戦争・政治・経済）

「人間集団の歴史であり、再編成の歴史」

経済・国家・社会・文明

「ゆっくり流れ、ゆっくり変化し、しばしば回帰が繰り返され、

絶えず循環しているような歴史」

山地・高原・平野・海・気候・都市と交通

時間軸

表面

深層

【長期】
地理的な時間

人間の国土へ
の働きかけ

国土から
人間への恵み

＝ Fernand Braudelの『地中海』に学ぶ

参考資料
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合衆国史の主要テーマ１：「地理・国土（Geography）」

 「合衆国史」教科書の最初（第１章）の学習テーマ
⇒ 「アメリカの国土（America‘s Land）」

つまり、歴史教科書の最優先学習課題として、
「地理・国土（Geography）」が位置づけ。

歴史の深層には必ず地理や国土と
いうものがあって、その上で相互
に影響を与え・受けながら、国民
の歴史が展開されてきた。
という「合衆国史」教科書の構造

出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 18



この教科書では、合衆国に暮らす国民のことを学びます。

この教科書を読んでいくうちに、合衆国民にとって国土がい

かに重要なものであったか、そして今も重要なものであるか

がわかると思います。合衆国を理解するには、地理を習得し

なければなりません。地理とは、世界とそこに住む人々や事

象について学習することです。地理学者は、地球のことを、

そして如何に地球が人類にとって住みよいものとなるかにつ

いて考えます。彼らは、場所とはどこで、どんな特徴がある

のかということを問いかけます。また、国土が人に如何に働

きかけ、また人が国土に如何に働き返すかについても問いか

けます。彼らの回答は、われわれが過去、現在、そして未来

をより理解するための手助けになるでしょう。

第１章・Lesson１「国土と気候（Land and Climate）」

出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 19



フーバーダムの効用と環境への影響

出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 20



アパラチア山脈が阻む西部移住

出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 21



22出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）

大陸横断鉄道の整備と移動時間の短縮



パナマ運河の開通と移動時間の短縮

23出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）

パナマ運河の開通に
より、ニューヨーク～
サンフランシスコ間の
航路が１３,０００マイ
ルから５,２００マイル
未満に短縮



合衆国史の主要テーマ２： 「移住・移民（Migration）」

氷河期にベーリング地峡を渡って南北アメリカ大陸
に移住してきた古代インディアン

入植・植民地時代（１７～１８世紀） ⇒ イギリス系・
フランス系・オランダ系移民とアフリカ系奴隷

１８世紀中頃から ⇒ ドイツ系・アイルランド系

1880年代から ⇒ イタリア系・ユダヤ系・スラブ系

第二次世界大戦後 ⇒ アジア系・ラテンアメリカ系

アメリカ合衆国はいずれの時代も世界中
から多くの移民(Immigration)を受け入れ

てきた

24出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



「移住・移民（Migration）」②

１７世紀初めのイギリス植民地建設と同時に始まり、
１８９０年の「フロンティアの消滅」をもって終わりを告
げた西部開拓の歴史

１９２０年代のアフリカ系アメリカ人の北部への大移
住 ⇒ 「ハーレム・ルネッサンス」

１９３０年代のダストボウル・マイグレーション（グレート
プレーンズで断続的に発生した砂嵐に伴う農業崩
壊・離農・移住）

移民たちは、より良い生活を目指して、
西部へ、北部へと大陸を移住(Migration)

していった

25出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



氷河期にアメリカ大陸に移住してきた古代インディアン

26出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



世界中から移民を受け入れてきたアメリカ合衆国

27出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



合衆国史の主要テーマ３：「多様性（Diversity） 」

世界有数の多民族国家

 ヨーロッパ系（ドイツ系、アイルランド系、イギリス系、イタリ
ア系、フランス系）

 ヒスパニック系

 アフリカ系

 アジア系

 アメリカ・インディアン

多様な宗教を抱える国

 プロテスタント（バプテスト派教会、メソジスト派教会、
ルター派教会ほか）

 ローマ・カトリック

 ユダヤ教

 イスラム教 ほか

民族と宗教の多様性
(Diversity)は、合衆国の

最大の強みの一つである
28出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



E pluribus unum （多数から一つへ）

アメリカ合衆国の標語（motto）
１３文字からなるラテン語（独立当時は１３州）
英語 : Out of many, one

人種・宗教・信条を超
えて一つの国家として
まとまろう

29出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



「多様性（Diversity） 」②

これまでの合衆国史の主流は「ワスプ・男性」
（White Anglo-Saxon Protestant）

マイノリティや女性たちの歴史的役割
を評価、合衆国史の主流に位置づけ

教科書（Grade５）全レッスンのうちの約６割で、
「マイノリティや女性たち」の活躍が記述
（アフリカ系、ラテン系、アジア系、インディアンなど）

30出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



キング牧師「私には夢がある」

31出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



合衆国史の主要テーマ４：「シティズンシップ（Citizenship）」

「合衆国史」教科書の最終レッスンの学習テーマ
⇒ 「シティズンシップ（Citizenship）」

32出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



９・１１の英雄たち

33出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



「シティズンシップ（Citizenship）」②

民主主義国家の市民（Citizen）であることは、権利
（Right）と責任（Responsibility）を併せ持つことを意
味する。

権利（Right）とは、法律によって担保された自由
（Freedom）のことであり、権利章典（Bill of Rights）
に書かれた宗教の自由、言論や報道の自由、平和
的に集会し抗議する権利、公正な裁判を受ける権利
を含む。

責任（Responsibility）には、投票（Vote）、遵法
（Obey laws）、納税（Pay taxes）、陪審（Serve on 
juries）が含まれる。

34出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



「シティズンシップ（Citizenship） 」③

投票権を持たない若者もボランティアを通して地域
や国家に貢献することが必要である。

また、これからしっかり学習することで、大人（１８歳）
になった時に良い投票が可能となり、結果、民主主
義に貢献することも、合衆国をより良い国にすること
もできるようになる。

戦後の小学校社会科教科書（柳田国男監
修の小学６年生用教科書の最終頁）を思
い出させる。

35出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



柳田国男監修の社会科教科書（小６）最終稿

出典：柳田国男 昭和28年5月『日本の社会 六年下』実業之日本社
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シティズンシップ・ハンドブック

 「国旗への忠誠の誓い」

６カ国語（英語、スペイン語、ロシア語、タガログ
語、アラビア語、中国語）で紹介

 「個性の特徴（Character Traits）」

 「勇気（Courage）」

 「責任（Responsibility）」

 「公正（Fairness）」

 「思いやり（Caring）」

 「愛国心（Patriotism）」

 「尊敬（Respect）」

 「公徳（Civic virtue）」
37出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



国旗に対する忠誠の誓い

38出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）



高校の「合衆国史」教科書における『歴史的主題』

（１） 多様性とナショナル・アイデンティティ
（DIVERSITY AND THE NATIONAL IDENTITY）

（２） 世界情勢とアメリカ （AMERICA IN WORLD AFFAIRS）

（３） 経済的機会 （ECONOMIC OPPORTUNITY）

（４） 科学・技術 （SCIENCE AND TECHNOLOGY）

（５） 女性と政権 （WOMEN AND POLITICAL POWER）

（６） 移民と移住 （IMMIGRATION AND MIGRATION）

（７） 州の権利 （STATES' RIGHTS）

（８） 投票権 （VOTING RIGHTS）

（９） 公民権 （CIVIL RIGHTS）

39出典： Holt McDougal, a division of Houghton Mifflin Harcourt 、“The Americans”（2008年版）



高校の「合衆国史」教科書における『地理的主題』

（１） 位置 （LOCATION）

（２） 場所 （PLACE）

（３） 地域 （REGION）

（４） 移動 （MOVEMENT）

（５） 人間と環境の相互依存関係
（HUMAN-ENVIRONMENT INTERACTION）

この国では『国家の歴史は、国民（people）
や出来事（events）と同じように、地理
（geography）によって形作られる』という
明確な理念がある

地理の５大テーマ

40出典： Holt McDougal, a division of Houghton Mifflin Harcourt 、“The Americans”（2008年版）



米国の歴史教育のまとめ①

地理や歴史は受験のための暗記科目ではなく、合衆国市民
としての教養を習徔するための科目として位置づけられてい
る。とりわけ、大学入試システムの違いが、日米の地理・歴
史教育の圧倒的な差異となって現れている。（米国の大学
入試では、高校時代の成績や課外活動が最重要）

地理教育と歴史教育を二項対立的な構図に持ち込まず、
歴史と地理を一体化したカリキュラムを構築している。
（カリフォルニア州やニューヨーク州）

「合衆国史」という歴史科目であっても、「地理・国土」が最
重要テーマ。 ⇒ 歴史の深層には必ず地理や国土というも
のがあって、その上で相互に影響を不え・受けながら、国民
の歴史が展開されてきた、という構造になっている。

41



米国の歴史教育のまとめ②

「合衆国史」における主要テーマは、
 地理・国土（Geography）
 移住・移民（Migration）
 多様性（Diversity）
 シティズンシップ（Citizenship）

「合衆国史」は、単なる事件・出来事や英雄・偉人の歴史に
とどまらず、全てのアメリカ国民の歴史として、自分の先祖
や子孫の歴史として実感することができる内容となっている。

多民族的・多文化的・多宗教的な集団からなるアメリカ合衆
国という国を一つの国家として統合していくため、
“E pluribus unum（多数から一つへ）”というモットーや「国旗
への忠誠の誓い」を含むシティズンシップ教育、ナショナル・
アイデンティティ教育が極めて重要な役割を果たしている。

42



アメリカの宗教性「神の下なる一つの国家（国民）」

 オバマ大統領演説は、「合衆国史」の授業の延長。

 アメリカ合衆国は歴史上、最初に国教制度を憲法
によって否定し、信教の自由を保障した国、いわゆ
る政教分離国家。

×宗教と政治の分離（Separation of Religion and Politics）

○教会と国家の分離（Separation of Church and State）

政治を含む公的領域における宗教的次元
は、入植・建国以来ずっと肯定的に扱わ
れてきた。

43



44出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版）

 メイフラワー誓約（1620年）に含まれる「神の栄光
のため(for the glory of God)」という言葉。

 アメリカ独立宣言（1776年）に含まれる「創造主に
よって(by their Creator) 」という言葉。

 ゲティスバーグ
 演説（1863年）
 に含まれる「この
 国に神の下で

 (this nation, 

 under God)」

 という言葉。

「神の下なる一つの国家（国民）」 の歴史



現在の「神の下なる一つの国家（国民）」

 「国旗に対する忠誠の誓い」に含まれる
「one Nation under God」という言葉。

 「E PUBLIBUS UNUM」と書かれたアメリカ合衆国
の硬貨の表側にある「IN GOD WE TRUST」という

もう一つのモットー。

 大統領就任式
 聖職者（牧師、神父、ラビ）の祈祷
 宣誓（締めくくり）

⇒聖書に手を置き、「神よ、私をお助けください」

いずれも第34代アイゼンハワー大統領の時代
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世界各国における組織・制度への信頼度（2000年）

出典：社会実情データ図録（アルファ社会科学株式会社 本川裕 作成) http://www2.ttcn.ne.jp/honkawa/5215.html

（注）各国の全国18歳以上男女1,000サンプル程度の回収を基本とした意識調査の結果である。数字は各組織・制度に関し「非常に信頼する」と
「やや信頼する」の回答率の合計。各組織・制度は日本の信頼度の高い順に並べた。軍隊は日本の場合、自衛隊についてきいている。

（資料）電通総研・日本リサーチセンター編「世界60カ国価値観データブック」
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アメリカを形成するユダヤ・キリスト教的価値観

 アメリカ合衆国という国は、多様性を重んじながら
統一を生み出すために、個個人の信教の自由を守
りながら国家全体の存在を神に根拠づけてきた。

 言い換えれば、「神の視点」を持ち出すことによって、
多民族的・多文化的・多宗教的な集団からなるアメ
リカ合衆国という国家の統合を図ってきた。

 憲法起草者たちは政治と宗教を分離したとはいっても、
人間は創造主の前には平等であり、人間を導くのは神の意
志であるということについては一点の疑問も持たなかった。

詳しくは、JICE REPORT 第19号をご覧下さい。
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